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１． はじめに 

従来，実大模型に関する実験データがほとんど存

在しなかった為，縮小模型実験により実大 RC 橋脚

の地震時の破壊特性や曲げ復元力をどの程度正確に

評価できるかは，ほとんど検討されてこなかった 1)．

しかし近年，実大の構造物を用いた震動台実験 2)や載

荷実験 3)が可能となり実大構造物実験に基づいて寸

法効果が明らかになりつつある． 

文献 1)では，縮小模型実験における寸法効果の要

因として，粗骨材寸法と軸方向鉄筋断面積の評価法

が挙げられ，それらが及ぼす影響に関する検討が進

められた．その検討の結果，実大モデルと 6/35 縮小

モデルとの比較より，コアコンクリートの圧壊が進

む，または軸方向鉄筋の座屈や破断が顕著に生じる

までは粗骨材寸法が曲げ復元力に及ぼす影響は顕著

ではないこと，また，軸方向鉄筋の呼び径でなく最小

断面積に基づいて曲げ復元力を評価するのが良いこ

とが示された．しかし，6/35 縮小モデルよりも縮尺

率が大きい縮尺率に合った軸方向鉄筋，並びに粗骨

材の入手が困難なモデルの検討には至っていない． 

本研究では，RC 円形橋脚の曲げ復元力に及ぼす寸

法効果を検討することを目的として，文献 3)で行わ

れた RC 円形橋脚の実大モデルと 1/2 縮小モデルと

の損傷度比較で使用された載荷実験を参考に，新た

に 1/5 縮小モデルと 1/10 縮小モデルを製作し，載荷

実験を実施する．  

２． 試験体 

図-1に文献 3)と本研究のモデル形状，表-1に文献

3)と本研究のモデルの比較を示す．実大 RC 橋脚モデ

ルは，円形断面橋脚であり，直径 2000mm，高さ

6900mm である．軸方向鉄筋として D29 異型鉄筋が

42 本配置され，帯鉄筋として φ13 鉄筋が 300mm 間

隔で配置されている．1/2 縮小モデルは実大モデルに

合わせ，直径，高さ，軸方向鉄筋ならびに帯鉄筋の

径が縮尺率を満足するように使用されている．1/5 縮

小モデルは，直径 400mm，高さ 1750mm とし，軸方

向鉄筋として D6 異形鉄筋を 40 本，帯鉄筋として

φ3.2 の亜鉛めっき鉄線を 65mm 間隔で使用した．

図-2 軸方向 

鉄筋の形状 

図-1 文献 3)と本研究のモデル形状 
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表-1 文献 3)と本研究のモデルの比較 

異型鉄筋 D6

異型鉄筋 D3

図-2 軸方向鉄筋の形状

表-2 本研究のモデル一覧 
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1/10 縮小モデルは，直径 200mm，高さ 950mm とし，

縮尺率に合わせ軸方向鉄筋として特注製作された

D3 の異形鉄筋 40 本を使用したモデルと，市販で入

手可能な最小径を有する異形鉄筋として D6 の異形

鉄筋を軸方向鉄筋に使用し，かつ実大モデルの鉄筋

比に合わせたモデルを製作した．図-2に 1/10 縮小モ

デルに用いた軸方向鉄筋の形状の比較を示す．特注

された D3 の異形鉄筋は，直径の大きい鉄筋と同様

に，鉄筋のふしが鉄筋軸直角方向に再現されている

が，D6 鉄筋のふしの形状はらせん状であることがわ

かる．帯鉄筋は，縮尺率に合わせ φ1.2 の亜鉛めっき

鉄線を 30mm 間隔で使用した．なお，特注の D3 の異

形鉄筋数に限りがあることから，RC 橋脚では橋脚基

部に形成される塑性ヒンジにより曲げ復元力が確保

される 4)ことを参考に，D3 の異形鉄筋を用いた 1/10

縮小モデル（Type 3）では塑性ヒンジ領域の軸方向鉄

筋と帯鉄筋の縮尺率をほぼ満足するように配置し，

塑性ヒンジ領域以外は市販で入手可能な最小径を有

する D6 の異形鉄筋を使用することとした．(図-1参

照）． 

表-2に本研究のモデルの一覧を示す．1/5 縮小モデ

ルでは，縮尺率が近い文献 1)からも縮尺率に合わせ

た軸方向鉄筋，並びに粗骨材の入手が可能なように

思われる．ここで，1.にて記述したように，粗骨材寸

法が曲げ復元力に及ぼす影響は損傷が顕著となる段

階までは小さいことが明らかである．これより，本研

究では粗骨材の有無自体の影響を検討することを目

的とし，コンクリートには普通ポルトランドセメン

トと最大寸法 15mm の粗骨材を使用したコンクリー

トを用いたモデル（Type 1）と，モルタルを用いたモ

デル（Type 2）を製作する．この比較の結果，損傷が

顕著となる段階まで粗骨材の有無が曲げ復元力に影

響を及ぼさないことが明らかにできれば，寸法効果

の要因を一つ取り除くことが可能になると思われる．

一方，1/10 縮小モデルでは，縮尺率に合わせた軸方

向鉄筋，並びに粗骨材を入手することは容易ではな

い．これより，1/10 縮小モデル程度における軸方向

鉄筋の影響を検討することを目的とし，特注製作し

た縮尺率に合わせた D3 の異形鉄筋を用いたモデル

（Type 3）と，実大モデルの鉄筋比と合わせた入手可

能な D6 の異形鉄筋を用いたモデル（Type 4）を製作

し比較することとした．軸方向鉄筋の影響を検討す

るに伴い，粗骨材の影響は取り除くこととし，モルタ

ルを使用することとした．なお，コンクリート，なら

びにモルタルの圧縮強度は文献 3)に示される

30N/mm2程度に近づくようにする． 

３． 今後の予定 

現在，各モデルの配筋が完了し，打設の準備を進め

ている (図-3参照)．今後は，コンクリート，モルタ

ル，鉄筋の材料試験を進めた上で，載荷実験を実施予

定である．実験結果は当日発表予定である． 
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図-3 1/5 縮小モデルの配筋状況 
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